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　小さい頃から日本についての番組を見た事がきっかけ
で、日本文化に興味を持ち始めました。知らない国で一
人で暮らすのは不安でしたが。「自分の知識を高めたい、
日本文化にも直接触れたい」と思い、散々迷いましたが
日本で働くことにしました。
　福島県で働くと聞いた時、すごく怖かったのと心配も
しました。福島県は2011年 ３ 月11日大地震が起きたこと
を思い出すからです。でも、日本は地震が多い国だそう
です。日本で働くからには、その怖さに勝たなければな
らないと思うようになりました。日本に来てちょうど ２
年が経ちました。 ２年前の私に比べて、自分が少し成長
したと感じます。
　最初の一年目に気がついたことがあります。それは、
一人で生活を始めて家族の有難さや離れ離れの寂しさで
す。でもこの道を自分で選んだので、もっと努力しない
といけないと思い、毎日仕事と日本語の勉強を頑張りま
した。一年目の日本の生活はうまくいったと思います。
しかし、 ２年目は大変なことが起きました。ベトナムに
は地震がありません。今年の ３月16日の夜、私は本を読
んでいる最中に地震が起きました。今回の地震もいつも

と同じくらいと思って何も行動しませんでした。でもど
んどん揺れが大きくなり、アパートが大きく揺れ私の心
も揺らぎ始めました。 １回目は縦揺れ ２回目はすごい横
揺れ。 １分以上揺れて立っていられないほど強い地震で
した。タンスや台所にある物が落ちたり、茶碗が割れて
「外に出たい出たい」と思いつつ怖いせいか一歩も自分
で動けませんでした。怖い怖いどうすればいいかわかり
ません。もう両親に会えないのかもという思いが一瞬頭
の中に浮かび泣きそうでした。ふと、ある先輩が教えて
くれたことを思い出しました。それは地震が起きた時
「慌てずに落ち着いて行動しないといけない」という言
葉です。その言葉の通りに深く呼吸してガスを確認、玄
関の鍵を開けて頭を守りテーブルの下に逃げました。地
震がおさまり、落ち着いて外に出ると近所の人達が「大
丈夫ですか、ケガしてないですか？」と声を掛けてくれ
ました。初めて大きな地震を経験した私にとって、周り
からかけられた声は本当に感動しました。いつまた地震
が起きるか、怖くて不安でその夜眠れなかったです。そ
の後も余震が続いて今度は会社で経験しました。震度
２、 ３なのであまり揺れなかったけど、お客様に安心し
ていただけるように様子を見に行ったり、声掛けを行
なったりしました。揺れを感じたお客様は不安になりフ
ロアに出てイスに座りました。その姿を見て私も一緒に
座りました。
　この経験から学ぶ事もありました。地震はいつ来るか
わかりません。非常用袋を準備して、揺れを感じたら大
きな家具や窓ガラスから離れ、何も倒れてこない落ちて
こない場所で身を守る。地震は怖いです。でも、日本に
長く住みたいと思っています。日本で暮らしている皆さ
んのご無事をお祈りしています。
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慌てず落ちついて解決すれば良い

　日本の文化・言語・食べ物はとてもユニークで魅力的
です。日本の文化は自分の国とは全く違います。例えば、
麺とかスープをすするときは食べ物を楽しんでいること
を示す音が聞かれます。それは私の国では失礼になりま
す。
　日本に来てから取手市に住みました。その時は冬から
春に変わりました。雪と桜を同時に見るのは初めてでし
た。珍しい瞬間だそうです。本当にラッキーです。一か
月後、桐生市に引っ越しました。フレンドリーな都市で
職員はとても親切で、職場の雰囲気も快適です。全く違
う言葉を使うと少し大変ですが、今は慣れています。職
員は辛抱強く教えてくれました。私が困っている時、皆
さんは喜んで助けてくれます。仕事に疲れたら自転車に
乗って川の雰囲気を楽しみます。休日は好きなジョギン
グをして朝の新鮮な空気を吸っています。
　春は花粉症になり、目が赤くなり、涙が出てかゆくな
ります。アレルギーがひどくならないように目薬をしま
す。それでも桜の美しさを楽しむためにたくさんの桜の
場所に行きました。日本では自分の国とは夏が違いま
す。皮膚がベタベタする、または蒸し暑いと呼ばれます。

暑い時にはかき氷を食べるようにすすめられました。か
き氷が喉に入るとすぐに頭が涼しくなり、喉がすっきり
します。かき氷用に作られた氷がアラスカから各地へ運
ばれることを知りました。面白いですね。秋になると雰
囲気が静かになり、気分が少し下がります。それでも、
赤くなった丘や山を見ると心が驚かされます。体を温め
てくれる佐野ラーメンを食べたことを思い出します。小
泉のレストランにも連れて行ってもらいました。ナシゴ
レンとアボカドジュースを注文しました。友達はアボカ
ドがおいしくてフレッシュなジュースとして使えるとは
思っていませんでした。冬になると空気が乾きます。手
のひらがカサカサになったり、傷がつきます。アカギレ
と呼ばれています。私はできるだけ頻繁にハンドクリー
ムを塗らなければなりません。それでも冬は楽しかった
です。友達とスキーをしたり、雪合戦をしたりするのが
楽しかったです。冬の観光地の一つである草津温泉にも
行きました。足利フラワーパークで冬を楽しむのも良い
です。様々なイルミネーションを楽しむにはとても美し
い場所です。これはコード＋81の国での生活です。
　日本の北海道・東京・大阪・京都・沖縄などに行って
みたいです。特に行きたい場所の一つは、他の人にとっ
ては少し変かもしれませんがリサイクル場所です。日本
はごみ処理でとても有名なので、リサイクルセンターに
行きたいです。
　もし私が国へ帰ったら一番恋しくなるのは日本の信号
機です。日本では信号が変わる時に特徴的な音がしま
す。その音を聞くと初めて日本に着いた時のことを思い
出させてくれるからです。
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